
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
四
）

久
 
保
 
田

啓

一

 
本
稿
は
、
先
に
『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
第
六
・
七
・
八
号
（
柳
門
舎
編
集
発

行
、
平
成
元
年
三
月
・
同
二
年
十
二
月
・
同
三
年
十
二
月
）
に
掲
載
し
た
「
成

島
信
遍
年
譜
稿
の
口
日
」
の
続
編
で
あ
る
。
中
途
で
掲
載
誌
を
変
更
せ
ざ
る
を

得
ず
、
ま
た
三
回
分
の
連
載
中
に
も
補
訂
を
繰
り
込
む
処
置
を
施
し
て
い
る
た

め
、
続
稿
を
起
す
に
当
っ
て
通
読
の
便
を
新
た
に
図
る
必
要
が
あ
り
、
重
複
の

不
体
裁
を
承
知
の
上
で
既
述
分
を
再
掲
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
第
三
回
執
筆

後
に
新
し
く
判
明
し
た
年
譜
事
項
も
年
代
順
に
既
述
分
に
組
み
入
れ
る
が
、
そ

の
場
合
と
大
幅
な
訂
正
を
要
す
る
場
合
の
み
字
体
を
大
き
く
し
、
考
証
を
加
え

て
、
そ
の
他
は
年
譜
事
項
の
み
に
留
め
る
。
『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
所
掲
分
を

参
照
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
便
宜
と
し
て
、
例
え
ば
第
六
号
八
十
頁
に
当
該
項

目
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
時
は
（
六
i
八
○
）
の
如
く
示
す
。
目
下
、
享
保

十
一
年
ま
で
進
め
て
い
る
の
で
、
十
二
年
以
降
が
本
来
の
続
稿
と
な
る
。

 
最
後
に
、
筆
者
未
見
の
資
料
や
思
考
等
に
対
し
、
御
教
示
の
ほ
ど
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

○
 
正
月
十
五
日
、
奥
州
白
河
に
て
出
生
。

 
氏
。
（
六
-
七
七
）

一
兀
禄
五
年

○
 
八
月
、

 
住
す
る
。

父
平
井
金
右
衛
門
信
休
、
母
今
井

 
 
壬
申
 
一
六
九
二
 
四
歳

白
河
藩
主
松
平
忠
弘
、
出
羽
山
形
へ
転
封
。

（
六
-
七
八
）

平
井
家
も
従
っ
て
移
 
 
㎝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
口

元
禄
八
年
 
 
 
乙
亥
 
一
六
九
五
 
七
歳

〇
 
六
月
二
十
一
日
、
母
死
去
。
出
羽
国
最
上
郡
の
極
楽
寺
に
埋
葬
。

 
七
九
）

一
兀
禄
十
三
年
 
 
庚
辰
 
一
七
〇
〇
 
十
二
歳

○
 
正
月
、
山
形
藩
主
松
平
忠
雅
、
備
後
福
山
へ
移
封
。

 
移
り
住
む
。
（
六
-
七
九
）

（
六
-

父
に
従
っ
て
福
山
に

 
 
 
 
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
再
掲
含
補
訂
）

元
禄
二
年
 
 
 
己
巳
 
一
六
八
九
 
一
歳

○
 
こ
の
年
、

 
蓉
楼
玉
屑
』
）

佐
藤
直
方
門
弟
重
水
氏
に
従
達
す
る
か
。
（
『
芙

成
島
信
遍
年
譜
稿
（
四
）



 
川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
の
「
九
件
の
対
」
の
第
一
答
に
次
の
一

節
が
あ
る
（
拙
稿
「
川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
（
申
）
 
 
翻
刻

と
解
題
i
」
、
『
日
本
文
学
研
究
』
二
七
〈
平
成
三
年
十
一
月
〉
一
〇
〇
頁
）
。

 
 
愚
老
も
十
一
二
の
比
よ
り
標
註
に
あ
り
て
学
問
を
志
願
に
存
、
佐
藤
五
郎

 
 
左
衛
門
弟
子
吉
水
先
生
に
就
て
学
び
候
事
（
以
下
略
）

「
十
一
二
の
比
」
と
あ
る
が
、
福
山
に
移
り
住
ん
だ
の
が
十
二
歳
の
元
禄
十
三

年
な
の
で
、
ま
さ
に
新
天
地
に
着
く
や
否
や
、
信
遍
は
従
学
を
希
望
し
た
こ
と

に
な
る
。
好
学
の
気
質
が
早
く
も
顕
現
し
た
ら
し
い
。
福
山
の
地
で
佐
藤
直
方

の
学
統
を
選
ぶ
の
は
至
極
ま
っ
と
う
な
見
識
と
言
え
よ
う
。
「
離
水
先
生
」
に

つ
い
て
は
未
詳
。

宝
永
二
年
 
 
 
乙
酉
 
一
七
〇
五
十
七
歳

〇
 
五
月
二
十
八
日
、
成
島
道
寄
信
好
の
養
子
と
な
り
、

 
に
召
出
さ
れ
る
。
（
七
-
六
五
）

部
屋
住
よ
り
表
坊
主

宝
永
六
年
 
 
 
己
丑
 
一
七
〇
九
 
二
十
一
歳

〇
九
月
二
十
二
日
頃
、
成
島
家
初
代
道
雪
信
次
五
十
回
忌
法
要
を
と
り
行
な

 
う
。
（
八
-
一
二
一
）

〇
 
十
月
、
西
丸
奥
坊
主
に
任
ぜ
ら
れ
、
後
本
丸
に
移
る
。
（
七
-
六
九
）

正
徳
五
年
 
 
 
乙
未
 
一
七
一
五
 
二
十
七
歳

〇
 
九
月
十
日
、
養
父
成
島
楽
章
信
好
没
、
五
十
八
歳
。

〇
 
十
一
月
、
家
督
を
継
ぐ
。
（
七
一
六
九
）

（
七
-
六
九
）

享
保
一
兀
年
 
 
 
丙
申
 
一
七
一
六
 
二
十
八
歳

△
 
八
月
十
三
日
、
将
軍
宣
下
の
大
礼
行
わ
れ
、
吉
宗
が
第
八
代
将
軍
と
な
る
。

 
（
七
-
七
〇
）

○
 
同
年
中
、
土
圭
之
間
坊
主
世
話
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
（
七
一
七
〇
）

○
 
こ
の
年
、
鷹
狩
再
興
。
加
納
遠
江
守
奉
ず
る
条
令
を
草
す
か
。
（
八
-
一

 
二
二
）

享
保
三
年
 
 
 
戊
戌
．
一
七
一
八
 
三
十
歳

○
 
吉
宗
の
東
叡
山
寛
永
寺
参
詣
の
途
次
に
起
き
た
農
民
の
訴
状
差
上
と
、
目

 
付
高
田
忠
右
衛
門
の
処
置
を
吉
宗
が
と
が
め
た
経
緯
を
「
成
島
道
筑
筆
記
」

 
に
書
き
留
め
る
。
（
七
-
七
〇
）

享
保
四
年
号
 
 
己
亥
 
一
七
一
九
 
三
十
一
歳

〇
 
三
月
五
日
、
奥
坊
主
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
（
七
-
七
一
）

△
 
同
月
、
勅
使
院
使
の
随
員
と
し
て
冷
泉
為
久
下
向
。
（
七
-
七
二
）

〇
 
九
月
二
十
七
日
、
朝
鮮
通
信
使
入
府
。
十
月
↓
日
、
吉
宗
引
見
。
十
月
十

 
五
日
、
江
戸
出
立
。
こ
の
間
、
宿
舎
の
浅
草
東
本
願
寺
に
出
向
き
、
吉
宗
の

 
質
問
を
仲
介
し
て
筆
語
、
ま
た
詩
文
唱
和
す
る
。
（
七
-
七
二
）

享
保
五
年
 
 
 
庚
子
 
一
七
二
〇
 
三
十
二
歳

○
 
正
月
二
十
四
日
、
長
男
和
鼎
出
生
。
（
七
-
七
三
）

〇
 
十
月
四
日
、
院
使
冷
泉
為
綱
、
勅
使
西
園
寺
復
習
等
と
下
向
し
江
戸
到
着
。

 
十
七
日
の
出
立
ま
で
滞
在
。
吉
宗
の
勧
め
に
よ
り
冷
泉
家
に
入
門
し
た
の
は

 
こ
の
時
か
。
（
七
-
七
三
）

（102）



○
 
こ
の
年
か
翌
年
、
信
遍
の
，
「
秋
興
」

 
日
」
八
首
を
詠
む
。
（
八
一
一
二
二
）

八
首
に
服
部
南
郭
が
和
韻
し
て
「
秋

享
保
六
年
 
 
 
辛
丑
 
一
七
二
一
 
三
十
三
歳

○
 
秋
、
服
部
南
郭
よ
り
書
騰
「
与
島
帰
徳
」
を
受
け
る
。
（
八
一
一
二
三
）

〇
 
十
一
月
、
「
慶
長
年
中
板
坂
ト
斎
覚
書
」
の
漢
文
序
を
撰
す
。
（
八
一
一
二

 
四
）

○
 
こ
の
年
、
「
犬
追
物
類
聚
」
六
十
冊
を
編
纂
し
、
吉
宗
に
献
上
す
る
。
（
七

 
-
七
五
）

享
保
七
年

壬
寅
 
一
七
二
二
 
三
十
四
歳

○
正
月
成
『
壬
寅
元
旦
詩
集
』

詩
一
首
入
集
。

に
「
正
日
」
の
題
で
七
言
律

 
『
壬
寅
元
旦
詩
集
』
は
篠
崎
東
海
編
。
正
月
金
串
の
自
序
、
孟
春
黒
日
の
小

島
昌
盛
（
官
医
）
の
蹟
、
孟
春
壬
辰
（
正
月
六
日
）
の
馬
島
牧
庵
（
予
州
大
洲

後
学
）
の
蹟
を
付
し
て
、
江
戸
神
田
元
乗
物
町
の
前
川
準
婚
ハ
衛
か
ら
刊
行
さ
れ

た
。
年
月
日
は
記
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
内
容
と
序
蹟
撰
文
時
と
の
相
関
か
ら

見
て
、
正
月
中
に
は
発
刊
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
川
権
兵
衛
は
、
享
保

八
年
に
『
新
正
試
筆
』
を
、
同
十
一
年
に
『
丙
午
元
旦
詩
集
』
を
と
、
同
様
の

歳
旦
詩
集
を
続
刊
し
て
お
り
、
ま
た
篠
崎
東
海
は
『
新
正
試
筆
』
の
編
集
に
も

携
わ
る
な
ど
、
本
書
が
一
つ
の
流
行
の
所
産
で
あ
る
事
を
示
す
証
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
東
海
の
自
序
や
両
蹟
を
通
し
て
本
書
編
纂
の
意
図
を
ご
く
簡
潔

成
島
信
遍
年
譜
稿
（
四
）

に
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
「
士
大
夫
」
の
詩
、
し
か
も
将
軍
の
治
政

を
目
の
当
り
に
す
る
士
大
夫
の
祝
意
の
横
溢
す
る
詩
を
集
め
る
と
い
う
に
尽
き

る
。
民
間
の
詩
よ
り
も
官
職
に
あ
る
人
の
詩
を
重
視
す
る
姿
勢
で
貫
か
れ
た
本

書
に
、
幕
臣
達
の
詩
が
多
く
収
録
さ
れ
る
の
も
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。

 
続
編
に
は
い
く
つ
か
の
詩
題
を
見
る
が
、
本
編
は
す
べ
て
「
上
日
」
で
統
一

さ
れ
る
。
信
認
の
作
は
次
の
通
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ
 
コ

 
 
 
 
同
（
上
日
）
 
錦
江
成
島
道
竹

 
 
爆
竹
煙
雨
テ
動
二
歳
華
↓
 
漢
宮
ノ
春
色
酔
二
仙
霞
｝

 
 
蓬
莱
日
暖
二
Y
祥
雲
近
ク
 
 
聞
苑
風
閑
二
y
淑
気
加
フ

 
 
紫
栢
香
塵
迎
へ
剣
侃
弓
 
 
金
門
施
旛
閃
二
龍
蛇
一

 
 
清
時
坐
y
待
ッ
文
明
ノ
化
 
 
糾
々
タ
ル
武
夫
歌
⊃
兎
四
且
↓

群
臣
居
並
ん
で
慶
賀
す
る
元
旦
の
お
ご
そ
か
な
華
や
ぎ
と
政
治
の
安
定
、
そ
し

て
優
れ
た
人
材
の
豊
富
さ
を
古
文
辞
を
ば
ら
ま
い
て
謳
い
上
げ
た
だ
け
の
詩
で

は
あ
る
が
、
作
の
巧
拙
は
編
者
東
海
の
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
武
官
・

文
官
を
問
わ
ず
「
公
」
に
関
わ
る
人
々
の
作
を
並
べ
る
の
が
そ
も
そ
も
の
目
的

で
あ
っ
た
本
書
に
は
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
名
手
で
は
あ
っ
て
も
在

野
の
詩
人
の
作
は
あ
っ
さ
り
省
か
れ
て
い
る
点
に
、
詩
集
と
し
て
の
水
準
の
低

さ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
が
、
東
海
ら
し
い
こ
だ
わ
り
の
無
さ
で
江
戸
の
官
人

の
詩
を
集
め
た
中
に
信
遍
も
相
応
の
位
置
を
占
め
る
に
至
っ
た
事
実
を
確
認
す

れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。

△
 
三
月
六
日
、
，
冷
泉
為
綱
莞
。
五
十
九
歳
。
（
七
i
七
五
）

〇
 
六
月
五
日
、
田
中
丘
隅
よ
り
『
民
間
省
要
』
を
預
か
り
、

 
吉
宗
へ
献
上
す
る
。
（
八
一
一
二
四
）

翌
六
日
、
将
軍
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〇
 
十
二
月
、
小
石
川
養
生
所
設
立
。
そ
れ
以
前
よ
り
施
薬
院
に
関
す
る
資
料

 
調
査
を
命
じ
ら
れ
る
。
（
七
i
七
五
）

享
保
八
年
 
 
 
癸
卯
 
一
七
二
一
二
 
三
十
五
歳

〇
 
四
月
十
日
（
も
し
く
は
七
年
四
月
）
、
奥
坊
主
組
頭
に
准
ぜ
ら
れ
、
書
籍

 
の
事
を
承
る
。
（
七
-
七
六
）

○
 
こ
の
年
、
田
中
丘
隅
を
御
普
請
御
用
に
推
薦
す
る
か
。
（
八
一
＝
エ
ハ
）

享
保
九
年

甲
辰
 
一
七
二
四
 
三
十
六
歳

○
 
閏
四
月
二
十
四
日
、

 
す
。

竹
山
幽
思
宅
に
て
田
中
丘
隅
等
と
会

 
旧
稿
（
八
1
＝
一
八
）
で
は
、
『
玉
川
堂
稿
』
未
見
の
ま
ま
石
井
光
太
郎
氏
「
田

中
休
愚
右
衛
門
年
譜
稿
」
に
拠
っ
て
立
項
し
た
が
、
そ
の
後
川
崎
市
川
崎
区
在

住
の
平
川
靖
二
氏
御
所
蔵
原
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
見
る
機
会
を
得
た
。
竹
山
三
二
宅
で
行
わ
れ
た
の
は
歌
会
で
、
「
竹

為
友
」
「
暁
聞
子
規
」
の
題
で
詠
じ
、
さ
ら
に
「
夏
草
」
を
当
座
と
し
て
詠
ん

で
い
る
。
『
玉
川
単
打
』
に
は
田
中
主
訴
の
歌
し
か
載
ら
な
い
の
で
歌
会
の
全

貌
は
判
明
し
な
か
っ
た
。
当
該
記
事
の
あ
る
丁
の
裏
に
引
き
続
い
て
五
月
十
六

日
の
兼
題
「
樹
陰
夏
月
」
三
首
が
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
田
中
堅
田
周

辺
で
小
規
模
な
が
ら
も
歌
壇
が
形
成
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
中
に
添
削
の
跡
を

留
め
る
作
も
ま
じ
り
、
他
に
中
院
通
躬
の
点
を
得
た
詠
草
も
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
歌
会
は
宗
匠
家
の
指
導
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。 

な
お
、
旧
稿
に
掲
げ
た
田
中
丘
隅
・
勝
田
冷
害
・
依
田
伊
織
・
長
井
竜
泉
以

外
に
、
「
会
連
座
」
と
し
て
津
田
要
助
・
本
阿
弥
太
郎
兵
衛
・
村
松
石
見
・
文

錦
女
・
竹
山
道
甫
母
の
名
が
挙
っ
て
い
る
。
ま
た
、
石
井
氏
が
判
読
さ
れ
た
「

長
井
」
は
「
若
井
」
と
、
「
伊
織
」
は
「
伊
与
」
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
は

読
め
る
こ
と
を
念
の
た
め
申
し
添
え
て
お
く
。

○
 
こ
の
年
、
田
中
丘
隅
を
旅
寓
に
訪
れ
、
五
言
絶
句
を
作
る
。

 
（
『
玉
川
堂
稿
』
）

 
旧
稿
（
八
-
一
二
八
）
の
前
項
の
中
で
、
山
田
蔵
太
郎
氏
『
川
崎
誌
考
』
の

引
用
に
基
づ
き
＝
日
錦
江
子
訪
予
旅
寓
几
上
残
之
」
の
五
絶
を
『
玉
川
堂
稿
』
 
α
勾

が
収
め
る
旨
の
報
告
を
し
た
が
、
今
回
マ
イ
ク
ロ
で
本
作
が
享
保
九
年
の
成
立
 
口

で
あ
る
事
を
確
認
で
き
た
の
で
、
改
め
て
立
項
す
る
次
第
で
あ
る
。
詩
の
本
文

は
旧
稿
を
御
参
照
頂
き
た
い
。

享
保
十
年

乙
巳
 
一
七
二
五
 
三
十
七
歳

〇
 
五
月
十
七
日
、
幕
府
へ
の
上
訴
の
た
め
江
戸
滞
在
中
の
入

 
江
若
水
来
訪
。
若
水
に
田
中
丘
隅
と
の
対
面
を
勧
め
る
。
（
『
富

 
田
丙
午
記
』
）

 
こ
の
年
六
月
に
入
江
若
水
が
帰
京
す
る
の
を
西
園
諸
家
が
送
っ
た
事
実
は
知

ら
れ
て
い
る
が
、
若
水
江
戸
下
り
の
理
由
は
必
ず
し
も
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な



か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
松
井
良
祐
氏
が
「
入
江
若
水
兼
通
論
『
富
田
丙
午
記
』
ω

～
㈲
」
（
『
立
命
館
文
学
』
五
一
四
・
五
一
六
・
五
一
七
・
五
二
〇
・
五
二
六
、

一
九
八
九
年
一
二
月
・
一
九
九
〇
年
五
月
・
同
七
月
・
一
九
九
一
年
三
月
・
一

九
九
二
年
一
〇
月
）
で
全
文
を
翻
刻
紹
介
さ
れ
詳
細
な
解
題
を
付
さ
れ
た
『
富

田
丙
午
記
』
（
東
大
阪
市
在
住
清
水
利
重
三
蔵
）
に
よ
っ
て
、
若
水
の
下
向
の

理
由
、
旅
程
、
在
府
中
の
動
静
が
ほ
ぼ
完
全
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。
特
に
『
富

田
丙
午
記
』
巻
二
が
若
水
の
江
戸
下
向
記
録
で
、
文
学
資
料
と
し
て
も
高
い
価

値
を
有
す
る
。
詳
し
く
は
松
井
氏
の
解
題
に
譲
る
が
、
若
水
は
、
従
弟
に
当
る

摂
津
国
島
上
郡
富
田
村
の
清
水
市
郎
右
衛
門
利
恒
の
依
頼
を
受
け
、
清
水
家
の

地
位
保
全
の
た
め
の
上
訴
を
寺
社
奉
行
・
勘
定
奉
行
に
対
し
行
な
う
た
め
江
戸

に
下
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

 
四
月
十
一
日
に
京
を
出
立
、
中
山
道
を
経
て
四
月
二
十
五
日
に
江
戸
に
到
着
。

二
十
六
日
に
は
荻
生
里
離
を
、
二
十
七
日
に
は
服
部
南
郭
を
た
ず
ね
、
折
し
も

寺
社
奉
行
は
本
多
伊
予
守
構
手
で
あ
る
か
ら
上
訴
に
も
好
影
響
を
与
え
よ
う
と

の
楽
観
的
見
通
し
さ
え
得
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
そ
う
う
ま
く
は
運
ば
な

か
っ
た
。
四
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
と
二
度
足
を
運
ん
で
訴
訟
状
は
受
領
さ

れ
た
も
の
の
、
五
月
六
日
、
十
日
、
±
二
日
、
十
六
日
と
無
駄
足
を
痛
ま
さ
れ

た
挙
句
、
十
七
日
に
却
下
の
決
定
が
下
さ
れ
た
。
若
水
は
浅
草
の
信
遍
を
た
ず

ね
る
。

 
 
斯
る
所
に
十
七
日
伊
予
守
殿
よ
り
訴
状
返
さ
れ
し
旨
を
其
夜
雨
を
お
か

 
 
し
、
浅
草
河
岸
に
往
て
諭
す
、
錦
江
子
ハ
元
来
慷
慨
の
志
あ
れ
ハ
頭
を
か

 
 
た
ふ
け
耳
を
よ
せ
て
若
水
か
物
語
を
聞
て
、
是
ハ
奉
行
の
庁
に
て
取
上
へ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
こ

 
 
き
事
に
あ
ら
す
、
御
壷
訴
訟
し
か
る
へ
し
、
今
我
一
通
の
切
紙
を
汝
に

 
 
付
す
、
明
日
早
天
に
河
崎
の
駅
に
立
こ
へ
、
田
中
丘
隅
と
い
ふ
老
人
に
対

成
島
信
遍
年
譜
稿
（
四
）

 
 
面
せ
よ
、
彼
ハ
関
東
無
讐
の
老
農
に
し
て
近
年
民
間
政
要
と
い
ふ
書
を
撰

 
 
ミ
、
幕
府
に
高
し
終
に
才
智
を
以
登
庸
せ
ら
れ
、
六
郷
玉
川
二
十
里
を
支

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

 
 
配
い
た
し
帯
刀
・
御
扶
持
拝
領
被
仰
付
、
黒
鉱
ハ
都
下
に
播
す
、
男
ハ
田

 
 
中
兵
庫
す
な
ハ
ち
河
崎
名
主
を
か
ね
諸
大
名
の
本
陣
所
な
り
、
彼
老
人
に

 
 
逢
ハ
・
か
な
ら
す
一
計
を
あ
た
ふ
へ
し
と
し
め
す
、
（
『
富
田
丙
午
記
』
ω

 
 
一
五
〇
頁
～
一
五
一
頁
、
以
下
の
引
用
で
は
頁
数
の
み
示
す
。
な
お
振
仮

 
 
名
は
お
お
む
ね
省
略
し
た
。
）

 
翌
十
八
日
に
若
水
は
川
崎
に
出
向
く
（
後
述
）
の
で
五
月
十
七
日
号
の
対
面

は
事
実
と
し
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。
し
か
し
若
水
の
行
文
に
は
一
箇
所
ど
う
し

て
も
矛
盾
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
部
分
が
あ
る
。
今
の
引
用
に
先
立
つ
祖
棟

の
意
見
を
聞
く
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
あ
る
。
却
下
の
決
定
を
受
け
る
場
面
に
遡
っ

て
掲
げ
よ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
萄

 
 
十
七
日
二
伺
候
す
れ
ハ
中
茎
氏
（
本
多
忠
統
の
屋
敷
の
取
次
-
引
用
者
 
臼
0

 
 
注
）
ハ
願
状
共
手
に
も
ち
輩
出
申
渡
て
日
、
市
郎
右
衛
門
願
王
事
御
同
役

 
 
中
御
吟
味
い
た
さ
る
・
処
に
、
何
も
方
の
思
食
に
も
願
お
く
れ
之
旨
に
て

 
 
御
取
上
不
記
号
候
条
訴
状
御
返
し
な
さ
る
な
り
、
若
水
謹
て
申
け
る
ハ
、

 
 
天
和
年
中
御
給
地
御
割
替
中
言
ハ
、
先
達
而
申
入
候
通
其
事
急
二
御
座
候

 
 
而
、
奉
異
志
も
な
き
様
二
申
伝
候
、
併
末
々
か
様
に
成
行
世
事
を
そ
ん
し

 
 
候
ハ
・
、
何
と
ぞ
い
た
し
方
も
可
有
御
座
候
に
、
夢
に
も
心
付
不
申
、
只

 
 
今
に
い
た
り
願
お
く
れ
二
撞
鐘
候
段
残
念
至
極
奉
存
候
、
旅
宿
へ
立
帰
り

 
 
 
 
 
 
マ
マ
 

 
 
又
々
御
隣
ミ
を
奉
乞
る
へ
し
と
い
ふ
、
中
茎
玉
鉾
、
伊
予
守
殿
ハ
奉
行

 
 
な
れ
ハ
幾
度
も
取
次
い
た
さ
る
役
義
な
り
、
遠
慮
な
く
願
ハ
れ
可
然
、
若

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
水
日
、
斜
里
御
苦
労
に
あ
っ
か
り
申
へ
し
と
謂
て
退
く
、
是
よ
り
車
争
先

 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

 
 
生
を
叩
き
か
く
と
語
れ
ハ
、
先
生
日
、
（
中
略
）
幸
か
な
一
年
来
に
功



を
つ
ミ
た
る
詩
学
ハ
こ
の
時
な
り
、
事
に
触
れ
興
に
嫁
し
都
下
の
詩
人
を

訪
ひ
求
め
、
随
分
に
贈
答
結
集
せ
ら
れ
よ
、
わ
と
の
か
語
句
通
暢
ハ
都
下

に
も
希
な
る
そ
や
、
一
両
月
も
留
滞
し
新
作
数
扁
に
及
ひ
な
ハ
、
其
名
お

の
つ
か
ら
掌
中
の
近
臣
に
達
し
、
お
も
ハ
さ
る
僥
倖
も
有
へ
し
、
小
船
町

に
高
野
甘
糟
と
い
ふ
盲
人
あ
り
、
評
言
郭
か
徒
に
て
詩
を
業
と
す
、
又
浅

 
 
 
 
 
マ
マ
 

草
に
成
島
遵
雪
平
号
ハ
錦
江
こ
れ
幕
下
秘
書
府
の
小
吏
、
こ
れ
ま
た
南
郭

か
里
子
な
り
、
彼
等
を
唱
酬
い
た
さ
れ
な
ハ
都
下
の
詩
人
多
く
交
を
む
す

ひ
、
雪
中
の
愁
情
を
慰
し
、
且
ハ
密
事
を
も
相
謀
る
助
成
へ
し
と
諭
さ
れ

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

帰
り
、
頓
而
若
水
ハ
高
野
盲
者
を
訪
ひ
、
錦
江
子
謁
を
も
と
む
る
紹
介
と

ヘ
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

す
、
一
日
浅
草
に
往
て
こ
れ
を
訪
ふ
、
錦
江
子
ハ
タ
陽
に
及
ふ
迄
吏
よ
り

ま
か
ら
す
、
若
水
卒
に
扇
頭
に
詩
を
留
て
帰
る

 
 
（
若
水
「
墨
江
平
錦
江
先
生
不
遇
」
詩
本
文
省
略
-
引
用
者
注
）

錦
江
三
夜
に
入
て
家
に
還
り
、
翌
朝
呉
服
街
に
尋
ね
来
り
傾
蓋
の
情
調
好

の
こ
と
し

 
 
若
水
先
生
訪
二
余
江
上
草
平
一
塁
不
レ
遇
扇
面
題
レ
詩
正
面
ル
和
以
謝
ス

 
 
レ
之

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東
都
秘
書
府
島
半
玉

仙
客
何
ノ
時
下
｝
至
重
ヲ
一
、
乗
”
風
二
来
憩
フ
武
胆
管
、
白
雲
無
レ
跡
留
メ
け

詩
ヲ
去
ル
、
遠
水
長
天
空
七
情

深
巷
従
来
車
轍
稀
、
回
君
此
ノ
日
拍
，
柴
扉
↓
、
竜
門
声
価
非
コ
吾
事
．
㌔
、

一
二
任
ス
堂
前
看
レ
竹
ヲ
帰
を
～

 
 
 
（
高
東
里
維
馨
「
三
夜
暗
」
、
江
若
水
兼
通
「
次
韻
束
里
古
酒
英
才
烏

 
 
夜
暗
」
詩
本
文
省
略
i
引
用
者
注
）

高
野
・
成
島
の
二
子
に
交
を
む
す
ひ
唱
酬
の
詩
を
扇
頭
に
題
し
帯
く
知
音

 
 
を
も
と
め
け
る
、
（
一
四
九
頁
～
一
五
〇
頁
、
傍
点
引
用
者
）

本
多
忠
統
の
取
次
か
ら
訴
状
を
返
さ
れ
た
若
水
は
「
重
而
御
苦
労
に
あ
っ
か
り

申
へ
し
」
と
言
い
残
し
て
屋
敷
を
退
き
、
「
是
よ
り
狙
練
先
生
を
叩
き
か
く
と

語
」
っ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
か
ら
言
え
ば
、
忠
津
島
を
辞
し
て
そ
の
足
で
祖
練

を
訪
ね
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
中
略
し
た
部
分
で
狙
撃
は
、
忠
統
が

願
状
を
取
り
上
げ
な
い
の
は
「
御
法
式
」
，
で
あ
り
、
ま
た
今
の
役
人
は
清
廉
を

守
る
の
で
賄
賂
の
必
要
は
な
い
と
助
言
す
る
。
そ
の
上
で
若
水
の
詩
学
を
も
っ

て
都
下
の
詩
人
と
「
贈
答
論
集
」
し
て
「
幕
中
の
近
臣
」
へ
と
取
り
次
が
れ
る

契
…
機
を
つ
か
-
む
よ
う
教
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
人
脈
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
得

る
高
野
蘭
亭
と
成
島
信
遍
が
選
ば
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ズ
若
水
は
「
学
事

を
も
相
謀
る
助
成
へ
し
と
諭
さ
れ
帰
り
」
、
「
頓
而
」
二
業
を
訪
ね
、
信
遍
へ
の

紹
介
状
を
も
ら
う
。
と
こ
こ
ま
で
読
む
限
り
で
は
、
五
月
十
七
日
の
記
事
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
が
お
か
し
く
な
る
。
若
水
は
「
一
日
」
浅

草
へ
信
遍
を
訪
ね
た
が
、
信
遍
は
公
務
の
た
め
夕
方
ま
で
帰
宅
し
な
い
こ
と
が

判
り
、
扇
面
に
詩
を
書
き
つ
け
て
帰
る
。
夜
に
な
っ
て
帰
宅
し
た
若
年
は
翌
朝

七
言
絶
句
二
首
を
携
て
呉
服
町
の
若
水
の
宿
を
訪
ね
る
。
と
す
る
と
、
信
遍
は

翌
十
八
日
の
朝
に
若
水
と
会
っ
た
こ
と
に
な
り
、
先
ほ
ど
の
記
事
に
あ
る
十
七

日
夜
に
会
し
て
十
八
日
に
田
中
細
葉
と
会
う
よ
う
指
示
し
た
と
い
う
事
実
と
完

全
に
矛
盾
し
て
し
ま
う
。
し
か
も
＝
日
浅
草
に
往
て
こ
れ
を
訪
ふ
」
と
い
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

表
現
は
、
ど
う
読
ん
で
も
「
あ
る
日
浅
草
に
行
っ
て
錦
江
を
訪
う
」
と
の
意
味

に
し
か
な
ら
な
い
。
端
的
に
言
え
ば
、
五
月
十
七
日
前
信
遍
は
若
水
と
会
っ
た

の
か
会
わ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

 
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
祖
裸
の
答
え
の
部
分
に
、
五
月
十
七
日
以
前
の
発

言
が
若
水
の
記
憶
の
混
乱
に
よ
っ
て
混
入
し
て
い
る
も
の
と
見
る
。
つ
ま
り
十

（106）



七
日
に
も
若
水
は
祖
裸
を
訪
ね
た
で
あ
ろ
う
が
、
蘭
亭
と
悟
得
の
名
を
持
ち
出

し
た
の
は
こ
れ
以
前
の
こ
と
で
、
十
七
日
の
面
会
の
折
で
は
な
い
と
考
え
る
。

こ
の
箇
所
の
最
後
に
「
高
野
・
成
島
の
二
子
に
交
を
む
す
ひ
唱
酬
の
詩
を
扇
頭

に
題
し
窪
く
知
音
を
も
と
め
け
る
」
と
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
先
の
引
用
「
斯

る
所
に
十
七
日
伊
予
守
殿
よ
り
訴
状
返
さ
れ
し
旨
を
-
⊥
へ
と
続
く
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
間
に
あ
る
一
定
の
時
の
流
れ
を
読
み
取
る
べ
き
な
の
で
あ
り
、
若

水
が
蘭
亭
の
紹
介
状
を
懐
に
信
遍
を
訪
ね
、
翌
日
信
遍
が
昨
日
の
不
在
を
謝
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
る

べ
く
呉
服
町
の
若
水
の
元
へ
来
た
の
は
、
五
月
十
七
日
以
前
の
＝
日
」
と

そ
の
翌
日
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
四
月
二
十
六
日
に
も
若
水
は
祖
棟
に
会
っ
て

い
る
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
の
時
に
蘭
亭
や
信
遍
と
交
わ
り
を
持
つ
よ
う
勧
め
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
祖
練
に
勧
め
ら
れ
て
亭
亭
の
紹
介
を
得
た
上
で
吾
等
に

会
っ
た
（
実
は
そ
の
日
に
は
会
え
ず
翌
日
と
な
っ
た
が
）
時
の
記
憶
が
、
五
月

十
七
日
に
訴
状
を
却
下
さ
れ
て
祖
裸
に
相
談
し
夜
に
入
っ
て
信
遍
を
訪
れ
た
時

の
も
の
と
混
雑
し
て
、
こ
の
よ
う
な
不
得
要
領
の
文
と
な
っ
た
と
推
測
し
た
い
。

事
前
に
信
遍
と
若
水
は
詩
の
応
酬
を
果
し
て
互
い
に
「
傾
蓋
の
情
」
を
感
じ
て

い
た
か
ら
こ
そ
、
十
七
日
の
夜
に
は
信
遍
も
親
身
に
な
っ
て
若
水
の
相
談
に
乗

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

 
信
遍
と
若
水
の
呉
服
町
で
の
初
対
面
が
い
つ
で
あ
る
か
は
確
定
で
き
な
い
。

 
 
し
巳
時
計
に
河
崎
な
る
田
中
兵
庫
か
許
に
案
内
す
、
兵
庫
町
出
老
爺
卜
い

 
 
さ
さ
か
の
公
用
に
つ
き
、
五
・
七
日
在
府
す
、
今
タ
ハ
か
な
ら
す
帰
宅
す

 
 
へ
し
、
成
島
氏
切
紙
遣
さ
れ
候
う
ヘ
ハ
相
互
に
遠
慮
な
き
交
な
れ
ハ
、
雨

 
 
中
逗
留
あ
り
て
老
爺
か
帰
り
を
待
給
へ
と
い
ふ
、
若
水
も
其
意
に
ま
か
せ

 
 
て
待
処
に
老
人
江
府
よ
り
使
を
以
言
伝
へ
け
る
ハ
、
今
朝
お
も
ハ
ざ
り
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｝

 
 
錦
江
子
に
出
あ
ひ
し
故
に
打
つ
れ
呉
服
街
に
過
る
、
足
下
早
く
も
藍
輿
を

 
 
発
せ
ら
る
よ
し
き
・
届
申
候
、
追
付
帰
宅
す
へ
し
や
、
し
っ
か
に
待
候
へ

 
 
と
い
ふ
、
（
一
五
一
頁
）

申
の
刻
頃
帰
宅
し
た
丘
隅
に
農
政
の
話
を
聞
き
、
ま
た
御
匪
訴
訟
の
手
ほ
ど
き

を
も
受
け
る
若
水
だ
が
、
次
の
丘
隅
の
発
言
は
『
民
間
省
要
』
の
吉
宗
献
上
の

仲
介
者
が
単
二
で
あ
っ
た
こ
と
を
著
者
自
ら
明
言
し
た
貴
重
な
証
言
と
言
え

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
い
き
ょ

 
 
政
要
の
書
信
成
島
氏
か
吹
嘘
に
依
て
献
上
し
、
御
感
を
以
武
蔵
・
玉
川

 
 
の
支
配
を
承
る
、
誠
に
錦
江
子
ハ
丘
隅
か
知
己
な
り
、
若
水
も
錦
江
子
に

 
 
莫
逆
の
好
ミ
を
以
て
老
人
に
交
を
む
す
ハ
る
う
へ
に
、
心
底
な
に
か
残
さ

 
 
む
や
（
一
五
一
頁
～
一
五
二
頁
）

初
対
面
に
し
て
意
気
投
合
し
た
二
人
の
、
仲
介
役
信
号
に
対
す
る
思
い
の
伝
わ

る
よ
う
な
一
節
で
も
あ
る
。
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○
 
．
五
月
十
八
日
朝
、
偶
然
田
中
丘
隅
と
出
会
い
、
連
れ
立
つ

 
て
呉
服
町
の
若
水
の
宿
を
訪
ね
る
も
、
既
に
川
崎
へ
発
っ
た

 
後
で
会
す
る
を
得
ず
。
（
『
富
田
丙
午
記
』
）

若
水
ハ
十
八
日
の
天
明
よ
り
梅
雨
ふ
り
し
き
る
を
も
論
せ
す
、
藍
輿
に
命

〇
 
六
月
四
日
置

 
（
『
富
田
丙
午
記
』
）

若
水
来
訪
。
御
匝
訴
訟
に
つ
き
協
議
す
る
。

六
月
三
日
の
本
多
忠
統
の
取
次
と
の
折
衝
結
果
を
服
部
南
郭
に
知
ら
せ
、

「
明
日
三
日
浅
草
に
あ
ゆ
み
錦
江
子
に
物
語
せ
ハ
や
」
（
一
五
六
頁
）
と
出
か

成
島
信
遍
年
譜
稿
（
四
）



け
た
と
い
う
。
「
三
日
」
は
「
四
日
」
の
誤
記
と
見
た
い
。
途
中
藤
原
行
広
と

い
う
占
者
に
売
ト
を
請
い
、
「
そ
れ
よ
り
錦
江
子
を
訪
ふ
に
御
團
訴
訟
可
然
と

か
れ
こ
れ
ね
ん
ご
ろ
の
交
を
窪
し
呉
服
街
に
帰
る
」
（
一
五
六
～
一
五
七
頁
）
。

そ
こ
へ
南
郭
か
ら
明
後
日
の
納
涼
会
へ
の
招
待
状
が
届
く
。
そ
の
日
が
六
日
に

当
る
以
上
、
若
水
の
信
遍
訪
問
は
四
日
の
は
ず
で
あ
る
。

 
な
お
、
三
田
神
足
寺
の
納
涼
会
で
は
若
水
は
服
南
郭
・
平
玄
仲
・
三
三
英
・

了
願
・
了
善
等
と
会
し
、
有
益
な
示
唆
を
色
々
と
受
け
て
い
る
。
特
に
望
月
三

英
は
自
分
の
親
類
の
人
脈
を
通
し
て
便
宜
を
図
ろ
う
と
申
し
出
て
く
れ
て
い

る
。〇

 
六
月
十
六
日
、
田
中
低
質
と
と
も
に
若
水
の
訴
訟
に
つ
き

助
言
す
る
。
（
『
富
田
丙
午
記
』
）

．
御
匝
訴
訟
以
外
の
方
途
を
も
視
野
に
入
れ
て
相
談
し
た
若
水
に
対
し
、

 
 
錦
江
子
大
に
零
し
て
日
、
其
方
よ
く
古
人
の
所
業
も
か
へ
り
見
よ
、
武
士

 
 
の
手
柄
高
名
も
一
筋
に
お
も
ひ
つ
め
た
る
所
に
お
み
て
分
捕
組
討
も
す
る

 
 
也
、
其
期
に
及
て
後
日
の
計
や
子
孫
二
及
ふ
こ
と
を
お
も
ハ
む
A
其
方
御

 
 
献
上
の
碍
を
お
も
ひ
訴
訟
に
猶
予
す
る
志
か
あ
ら
ハ
い
つ
迄
も
御
翫
の
訴

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ
 

 
 
訟
に
ハ
い
た
る
ま
し
と
呵
二
大
笑
せ
ら
る
、
丘
隅
老
人
星
今
旦
待
合
せ

 
 
然
る
へ
し
、
分
郷
御
改
の
御
沙
汰
も
あ
ら
ん
と
と
・
む
（
一
六
一
頁
）

と
、
信
遍
と
丘
隅
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
助
言
す
る
。
特
に
以
外
な
程
に
骨

太
な
信
遍
の
精
神
論
の
表
明
は
面
白
い
。

〇
 
六
月
二
十
三
日
、
若
水
よ
り
御
勘
定
所
と
の
折
衝
の
様
子

を
聞
く
。
（
『
富
田
丙
午
記
』
）

 
 
御
馬
河
岸
な
る
錦
江
子
か
宅
に
行
ハ
、
錦
江
子
飼
御
勘
定
所
の
一
件
を
聞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ハ
ま

 
 
て
掌
を
拍
て
大
に
よ
ろ
こ
ひ
、
今
日
真
の
若
水
な
る
そ
、
進
退
堪
る
場

 
 
な
れ
ハ
こ
そ
水
野
侯
ヘ
ハ
出
た
れ
、
当
時
這
の
侯
の
威
勢
の
そ
む
へ
く
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
き

 
 
て
量
る
人
あ
ら
し
、
頓
而
本
意
を
達
す
へ
し
と
行
程
を
祝
す
、
（
＝
ハ
九

 
 
～
一
七
〇
頁
）

若
水
は
、
老
中
水
野
和
泉
守
忠
之
の
医
官
東
条
玄
泰
が
祖
心
門
で
あ
る
の
を
利

用
し
て
和
泉
守
の
御
意
に
訴
え
る
と
い
う
方
法
を
採
る
。
果
し
て
勘
定
奉
行
所

の
反
応
は
信
遍
が
「
頓
而
本
意
を
達
す
へ
し
と
行
程
を
祝
け
」
ほ
ど
希
望
を
持

て
る
も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
二
十
七
日
に
は
「
今
度
関
東
に
下
り
御
嘆
申
あ

く
る
に
よ
っ
て
村
入
箇
御
吟
味
ハ
近
日
に
御
代
官
所
上
林
方
へ
申
つ
か
ハ
す
、

此
後
入
箇
減
少
せ
は
渡
世
も
い
た
す
へ
し
、
心
な
か
く
時
節
を
待
な
は
か
な
ら

す
御
料
百
姓
に
た
ち
か
へ
る
日
あ
る
へ
し
」
（
一
七
一
頁
）
上
の
仰
せ
を
蒙
っ
た
。

是
非
を
代
官
に
つ
け
さ
せ
る
体
の
い
い
責
任
逃
れ
で
は
あ
る
が
、
清
水
家
に

と
っ
て
は
有
難
い
処
置
を
施
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
若
水
は
御
感
訴
訟
を
止
め

て
帰
国
を
決
め
た
。

〇
 
六
月
二
十
九
日
、

 
（
『
富
田
丙
午
記
』
）

呉
服
町
の
宿
舎
で
若
水
を
送
別
す
る
。

こ
の
日
、
若
水
は
多
忙
で
あ
っ
た
。
服
部
南
面
・
望
月
三
豊
と
の
留
別
の
後
、

「
そ
の
比
市
谷
大
隅
町
の
宅
、
土
木
の
功
を
お
へ
徒
移
」
（
一
七
二
頁
）
し
て

い
た
祖
練
を
訪
ね
、
「
直
な
れ
ハ
万
事
皆
達
す
、
足
下
は
直
な
る
故
其
性
に
ま
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か
せ
、
水
野
侯
を
叩
き
勘
定
所
の
決
断
を
得
た
り
」
（
同
）
と
、
こ
の
上
な
い

賛
辞
を
呈
さ
れ
た
。
宿
に
帰
る
と
高
野
蘭
亭
が
来
訪
、
ま
た
田
中
丘
隅
の
送
別

の
意
を
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
に
謄
写
が
饅
別
に
来
て
い
る
。
こ
の
時
の
言
葉
が

今
回
の
若
水
の
奔
走
を
総
括
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
長
文
で
は
あ
る

が
引
用
す
る
。

 
 
錦
江
子
も
饅
別
に
来
り
ね
ん
ご
ろ
な
る
物
語
し
て
日
、
足
下
願
状
を
閲
す

 
 
る
に
国
祖
大
神
君
已
来
の
由
緒
正
し
く
御
吉
例
献
上
の
功
、
年
久
し
き
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
以
出
訴
い
た
さ
る
と
い
へ
と
も
、
御
奉
行
方
と
り
あ
け
な
き
を
姑
く
憤

 
 
り
怨
る
こ
と
な
か
れ
、
昔
年
寛
永
の
比
迄
ハ
清
水
氏
か
祖
翁
か
忠
功
を
存

 
 
知
せ
ら
る
役
人
方
多
き
に
よ
り
て
願
ひ
あ
れ
ハ
速
に
上
聞
に
達
す
、
こ
れ

 
 
ハ
営
中
に
も
国
初
な
る
故
に
国
々
名
あ
る
百
姓
の
事
を
も
し
ろ
し
め
さ
る

 
 
也
、
百
年
余
昇
平
の
御
代
な
れ
ハ
由
緒
あ
る
旗
本
衆
さ
へ
其
素
姓
を
弁
ず

 
 
る
役
人
ハ
ま
れ
な
り
、
況
や
清
水
氏
ハ
遠
国
の
百
姓
、
御
代
替
の
御
目
見

 
 
ハ
其
時
の
寺
社
奉
行
衆
先
代
の
御
帳
面
を
改
め
、
其
格
式
を
以
支
配
い
た

 
 
さ
る
、
其
以
後
寺
社
奉
行
に
任
せ
ら
る
役
人
達
山
清
水
氏
か
出
訴
い
た
さ

 
 
ね
ハ
、
其
名
も
由
緒
も
知
給
ハ
ぬ
な
り
、
こ
の
怨
ハ
旗
本
衆
に
ハ
甚
多
き

 
 
事
な
り
、
我
試
に
画
せ
ハ
水
野
和
泉
守
殿
ハ
在
京
の
内
に
清
水
氏
か
毎
年

 
 
献
上
物
を
支
配
せ
ら
れ
し
故
に
、
玄
関
に
行
ハ
即
日
に
も
返
答
を
申
さ
れ

 
 
か
・
る
官
裁
を
得
て
錦
心
の
栄
あ
り
、
下
野
守
殿
言
葉
に
す
か
り
時
節
を

 
・
待
ち
出
府
せ
ら
れ
よ
、
足
下
か
詩
名
恐
ら
く
ハ
幕
中
に
達
し
役
人
方
に
聞

 
 
及
給
ふ
人
多
く
、
清
水
氏
由
緒
を
支
配
方
の
御
奉
行
ハ
此
度
よ
く
知
覧
ふ

 
 
な
り
、
帰
国
の
日
ハ
此
旨
を
清
水
の
一
類
に
い
ひ
き
か
せ
家
訓
に
伝
へ
よ
、

 
 
重
而
出
府
せ
ハ
大
願
成
就
す
へ
し
と
祝
す
、
（
一
七
二
頁
）

幕
府
の
機
構
が
整
備
さ
れ
、
役
人
が
官
僚
化
す
る
に
従
い
、
幕
初
の
功
績
の
追

成
島
信
遍
年
譜
稿
（
四
）

認
が
時
と
し
て
不
十
分
に
な
り
か
ね
な
い
享
保
期
の
特
徴
を
聖
母
は
見
抜
い
て

い
る
。
と
も
か
く
も
こ
こ
ま
で
持
っ
て
来
れ
た
の
は
偏
に
若
水
の
率
直
な
人
柄

と
詩
名
の
高
さ
故
で
あ
っ
た
。
若
水
を
迎
え
た
江
戸
の
学
園
の
詩
人
達
が
若
水

の
為
に
あ
れ
こ
れ
と
世
話
を
焼
く
姿
は
、
若
水
に
と
っ
て
も
心
の
支
え
と
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
二
ヶ
月
余
の
在
府
期
間
中
、
信
遍
が
若
水
の
最
も
親
身

な
相
談
相
手
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
富
田
丙
午
記
』
巻
二
を
通
覧
し
て
十
分
に

納
得
で
き
る
。

 
若
水
は
七
月
一
日
に
江
戸
を
発
っ
た
。

○
 
『
護
園
録
稿
』
巻
下
所
収
「
城
南
酒
楼
雪
嵐
山
人
還
山
歌
」

は
入
江
若
水
送
別
詩
か
。

 
旧
稿
（
八
一
一
二
八
）
で
は
、
「
嵐
山
人
還
山
歌
」
は
「
江
山
人
還
嵐
山
歌
」

の
誤
り
か
と
推
測
し
て
、
「
六
月
、
入
江
若
水
の
帰
洛
す
る
を
送
る
か
」
と
立

項
し
た
。
前
項
で
六
月
二
十
九
日
の
信
遍
の
若
水
送
別
を
確
認
し
た
の
で
、
可

能
性
は
よ
り
高
ま
っ
た
と
見
る
。
も
っ
と
も
、
若
水
の
江
戸
で
の
宿
舎
は
日
本

橋
西
呉
服
町
の
酒
店
中
村
喜
兵
衛
家
で
あ
る
（
『
富
田
丙
午
記
』
）
。
「
主
人
ハ
若

水
に
年
比
の
好
ミ
あ
れ
ハ
」
（
同
）
と
あ
る
か
ら
、
若
水
が
酒
造
業
を
営
ん
で

い
た
頃
か
ら
の
つ
き
あ
い
の
よ
う
だ
が
、
信
遍
は
こ
の
宿
で
若
水
を
送
っ
て
い

る
。
呉
服
町
の
酒
店
で
の
送
別
を
「
城
南
酒
楼
」
と
表
現
し
た
か
否
か
が
最
終

的
な
疑
問
と
し
て
な
お
残
る
。
旧
稿
で
は
議
園
諸
家
打
ち
揃
っ
て
の
送
別
宴
を

想
定
し
た
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
っ
た
。

 
以
上
、
入
江
若
水
江
戸
下
向
に
関
す
る
立
項
を
終
え
る
。
松
井
氏
の
聖
恩
に

深
謝
し
た
い
。
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〇
 
九
月
十
七
日
、
御
文
庫
の
十
三
経
註
疏
百
十
八
冊
拝
借
の
旨
、
御
側
衆
加

 
納
遠
江
守
よ
り
御
書
物
奉
行
へ
仰
せ
渡
さ
る
。
（
八
一
一
二
九
）

〇
九
月
二
十
九
日
、
信
遍
が
借
り
出
し
て
い
る
十
三
経
註
疏
は
三
十
日
伺
の

 
対
象
か
ら
外
す
よ
う
、
加
納
遠
江
守
が
御
書
物
奉
行
へ
申
し
渡
す
。
（
八
1

 
一
二
九
）

享
保
十
一
年
 
 
丙
午
 
一
七
二
六

△
 
五
月
二
十
五
日
、
文
命
東
隆
碑
、

○
．
六
月
末
、
養
母
死
去
。
七
夕
頃
、

三
十
八
歳

文
命
西
陽
碑
建
つ
。
（
八
一
一
三
〇
）

追
悼
の
長
歌
を
詠
む
。
（
八
1
＝
二
こ

○
 
秋
、
服
喪
中
に
友
人
と
の
間
で
和
歌
を
贈
答
す
る
。

起
復
の
歌
あ
り
。
（
『
三
世
の
な
み
』
）

ま
た

前
項
所
掲
の
養
母
追
悼
長
歌
と
反
歌
の
次
に
、
以
下
一
連
の
歌
が
並
ん
で
い

る
。
内
閣
文
庫
本
の
本
文
に
依
り
掲
出
す
る
。

 
 
 
 
書
し
こ
ろ
人
の
許
よ
か
世
は
露
の
こ
と
く
な
と
・
よ
み
て
つ
か
は
し

 
 
 
 
け
る
こ
た
へ
に

 
 
あ
た
な
り
と
お
も
ひ
置
に
し
露
よ
り
も
世
の
は
か
な
さ
に
袖
し
ほ
る
そ
よ

 
 
 
 
あ
る
人
の
許
よ
り
鳥
辺
山
く
ゆ
る
煙
の
そ
れ
よ
り
も
思
ひ
は
さ
そ
な

 
 
 
 
む
す
ほ
・
る
ら
ん
と
申
お
こ
し
侍
し
に

 
 
鳥
辺
山
煙
と
人
の
消
し
よ
り
む
ね
の
お
も
ひ
の
こ
か
れ
も
そ
・
ふ

 
 
 
 
巨
勢
氏
の
許
よ
り
日
を
か
さ
ね
い
と
・
し
ほ
れ
や
軋
る
ら
ん
さ
ら
ぬ

 
 
 
 
別
を
な
け
く
挟
は
と
聞
し
か
は

 
 
日
を
へ
て
も
ま
な
く
時
な
く
し
ほ
る
・
は
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
の
挟
な
り
け
り

 
 
 
 
此
こ
ろ
歎
い
か
・
と
秋
の
初
に
よ
み
お
こ
し
た
る
こ
た
へ
し
侍
る

 
 
ふ
ち
こ
ろ
も
し
ほ
る
快
を
思
ひ
や
れ
さ
ら
て
も
秋
は
露
ほ
さ
ぬ
よ
に

 
 
 
 
同
し
頃
人
の
と
ふ
ら
ひ
侍
る
と
て
こ
と
と
ふ
も
は
か
な
き
露
の
藤
こ

 
 
 
 
ろ
も
蒼
き
て
し
ほ
る
袖
は
い
か
に
と
・
あ
り
し
に

 
 
思
ひ
や
れ
涙
の
露
の
藤
ご
ろ
も
し
ほ
り
そ
へ
た
る
秋
の
た
も
と
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
 

 
 
 
 
幾
程
な
く
起
腹
の
仰
こ
と
か
う
ふ
り
し
か
は

 
 
藤
ご
ろ
も
君
か
め
く
み
に
ぬ
き
っ
と
も
し
ら
ぬ
涙
や
猶
か
・
る
ら
ん

 
 
 
 
各
こ
と
は
り
に
か
な
ひ
て
聞
へ
候

 
 
 
 
 
秋
ま
た
て
散
し
は
・
そ
の
木
下
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
も
る
も
深
き
露
の
こ
と
の
は

最
後
の
「
各
こ
と
は
り
に
か
な
ひ
て
聞
へ
候
」
は
宗
匠
冷
泉
為
久
の
隠
語
。

「
秋
ま
た
て
」
の
歌
は
為
久
の
作
。
「
巨
勢
氏
」
は
伊
豆
守
至
信
の
可
能
性
も

あ
る
け
れ
ど
、
ま
ず
大
和
守
利
啓
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
吉
宗
の
近
臣
と
し
て
最

も
密
接
な
関
係
を
保
っ
た
一
人
と
し
て
、
こ
こ
で
の
「
巨
勢
氏
」
の
資
格
十
分

と
考
え
る
。
彼
以
外
の
贈
答
の
相
手
は
不
明
と
い
う
他
は
な
い
。
囎
歌
に
応
じ

る
に
従
っ
て
言
挙
の
哀
傷
の
心
は
い
よ
い
よ
深
く
な
る
が
、
名
歌
と
言
挙
げ
す

る
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
。
対
象
に
、
つ
ま
り
養
母
の
死
に
よ
る
悲
し
み
に
即
し

す
ぎ
て
表
現
を
練
り
上
げ
る
余
裕
を
失
し
て
い
る
。

 
喪
が
明
け
る
の
は
、
服
忌
令
通
り
な
ら
ば
養
母
の
場
合
十
二
月
初
頃
に
な
ろ

う
か
。
後
掲
の
『
百
姓
分
量
記
』
和
文
序
撰
文
も
、
奈
良
屋
安
左
衛
門
の
「
長

歌
短
歌
古
今
相
違
の
事
」
を
見
出
し
た
の
も
、
養
母
の
死
の
前
に
位
置
す
る
の

は
明
白
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
年
の
後
半
は
全
く
の
空
白
と
な
っ
て
し
ま
う
。
服

喪
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（110）



○
 
八
月
、
常
盤
潭
北
著
『
百
姓
分
量
記
』
（
外
題
『
民
家
分
量
記
』
）
刊
行
。

 
和
文
序
を
寄
せ
る
。
（
八
-
一
三
二
）

〇
 
十
二
月
十
三
日
、
奈
良
屋
安
左
衛
門
が
定
家
自
筆
「
長
歌
短
歌
古
今
相
違

 
の
事
」
を
幕
府
に
献
上
。
信
遍
も
関
与
す
る
。
（
八
一
一
三
三
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
再
掲
含
補
訂
 
以
上
）

（
追
記
）

資
料
調
査
に
際
し
て
平
川
靖
二
氏
・
望
月
一
樹
氏
及
び
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
御
配
慮
を
い
た
だ
き
、
ま
た
中
野
三
敏
先
生
・
高
橋
昌
彦
氏
に
は
貴
重

な
る
御
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

［111）

成
島
信
遍
年
譜
稿
（
四
）


